
事業概要　【教育の未来を創る！クラウド型校務DX推進プロジェクト】　

自治体名 佐賀県鹿島市 人口 26,861人 事業費 25,834千円

事業概要

本事業は、市内全小中学校の校務基盤をフルクラウド化し、保護者と学校をダイレクトに結ぶデジタル接点を構築
することで、「誰一人取り残さない鹿島版・個別最適化支援」を実現するものである。
従来の紙中心・アナログな対応では困難だった「子どもの体調や心の変化のリアルタイム把握」を可能にし、データに
基づいたきめ細やかなフィードバックを家庭へ提供する。また、災害時等の緊急時においても、避難所等から子どもの
安全確認や学習支援を継続できる体制を整え、「いかなる状況でも学びと安全が保障される地域環境」を住民に
提供することを目的とする。

具体
サービス

【統合型校務支援システム（フルクラウド型）】
• 名簿・成績・出欠管理：即時情報共有
• 児童生徒の「SOS」早期発見・個別最適化支援

【保護者連携用アプリ：学校・家庭・地域をつなぐ「教育
コンシェルジュ」機能】
• 欠席・遅刻連絡のオンライン化
• 個別相談やアンケート機能
• デジタル配信（プッシュ通知）
• 保護者へのリアルタイム学習・生活状況フィードバック

主な
KPI

【アウトプット指標（活動指標）】
①保護者と学校間連絡のデジタル化率：95％

【アウトカム指標（成果指標）】
①学校からの情報提供および相談のしやすさに対する「保護
者満足度」：95％


